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☆令和４年度西横野小学校運動会スローガン☆

９月２日（金）に運動会の結団式を行いました。結団式では、児童会本部の児童が運動会のスロー
ガンを発表しました。運動会のスローガンは『みんな協力 心を一つに全力で』です。全校から寄せら
れた案をもとにクラスの代表が集まった代表委員会で話し合った結果、○○○○さん（６年）の案に
決まりました。「このスローガンはみんなの願いがつまったスローガンです。みんなの心を一つにして
全力でがんばりましょう。みんなで力を合わせ、運動会を盛り上げていきましょう。」と児童会本部の
児童が力強い言葉で運動会の成功を訴えかけました。このスローガンのもとで、運動会の練習にみん
なで協力しながら全力で取り組んでいきます。結団式の後半には、それぞれの団で団長が運動会への
決意を気持ちをこめて述べました。そして、団員みんなで運動会に向けて士気を高め合いました。な
お、４・５・６年生による鼓笛を運動会で３年ぶりに発表します。９月１７日（土）の運動会当日、
子どもたち一人一人が全力で頑張る姿を楽しみにしていてください。

【 各団のリーダー 】(敬称略） 【 鼓笛の指揮者 】

赤城団 榛名団 妙義団 ○○ ○○

団長 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○

○○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
副団長

○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○○

団長・鼓笛指揮者の言葉（敬称略）
【 赤城団団長：○○ ○○ 】
やりたいことに思いきり挑戦して、終わった時に「がんばったね」と言い合える団にしたい

です。そのために全員の人が、練習から全力で取り組みます。
【 榛名団団長：○○ ○○ 】
運動会ができることに感謝し、勝っても負けても一人一人が全力をつくし、最後は笑顔で、

はく手をもらえるような、思い出に残る最高の運動会にしたいです。
【 妙義団団長：○○ ○○ 】
みんなで楽しく運動会をしたいです。僕たち６年生は、西横野小学校で最後の運動会になる

ので、悔いがないように、全力で頑張ります。
【 鼓笛指揮者：○○ ○○・○○ ○・○○ ○○ 】
みんなをまとめ、みんなをそろえられるように、元気に指揮をとります。練習の成果を出し

きり、みんなに感動してもらえるようにがんばります。６年生は最後の鼓笛なので、失敗しな
いように、そして、悔いのないように笑顔で終わりたいです。

団長・副団長が前で

学校教育目標 「学ぶ子」「助け合う子」「元気な子」

団別に並んで結団式



鼓笛練習

＊ オープンスクール開催期日変更のお知らせ ＊

学校からお配りしてあります行事予定表や各種便りにおいて１０月１４日（金）の午前に開催させ
ていただく予定でお知らせいたしておりましたオープンスクールの開催期日を１０月１３日（木）の
午前に変更させていただきます。既にご都合をつけていただいているところ、誠に申し訳ありません
が、よろしくお願いいたします。オープンスクールの詳細は、後日お知らせいたします。

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

＊ 表彰の紹介 ＊ （敬称略） ※後日、表彰します。

○Ｔ＆Ｆサマーフェスタｉｎ富岡甘楽 小学５・６年女子８０ｍＨ 第１位 １７秒０６
６年 ○○ ○○

○東毛支部近接バレーボール大会 優勝 ［九十九ジュニア］
高崎三山ライオンズクラブ杯 準優勝 ［九十九ジュニア］

６年 ○○ ○○ ５年 ○○ ○ ４年 ○○ ○○
４年 ○○○ ○○ ４年 ○○ ○○ ３年 ○○ ○○

○群馬県スポーツ少年団大会（バレーボール競技） ブロック優勝 ［八幡フレッシュ］
５年 ○○ ○○ ４年 ○○ ○

○歯と口の健康に関するポスターコンクール群馬県審査会 入賞 ６年 ○○ ○○
○森と湖のある風景画コンクール 幼年・小学生低学年の部 入選 １年 ○○ ○○

＊ 不審者対応の避難訓練を行いました ＊

９月１日（木）、安中警察署のスクールサポーターとスクールガードリーダーの方にご協力いただき、
校内に不審者が侵入したことを想定した避難訓練を行いました。不審者に扮したスクールサポーター
さんを本校職員がさすまたで取り押さえ、その間に児童は校庭に避難しました。職員は警察署への通
報訓練も実際に行いました。校内へ不審者が侵入したことを職員及び児童に知らせる特別な校内放送
を聞き、それぞれの教室に待機した後、全員の児童が落ち着いて速やかに避難することができていま
した。避難後には、登下校の途中で知らない人から声をかけられた場合（下記のような声かけ事案例）
に、どのように返答し行動するか、実際に起こる場面を想定して何名かの児童が体験し演じてみまし
た。その様子を全校児童で見ながら、いざという時にどうしたらよいかを考えることができました。

・「アイスを食べるかい？ 買ってあげるから、一緒においでよ。 ➝」 返答例「いりません。」
・「コンビニに行きたいのだけど、道がわからないから、車に乗って教えてくれる？」

➝返答例「大人の人に聞いてください。」
・「 ➝かわいいねえ。写真撮ってもいい？ モデルになってくれる？」 返答例「いやです。」
・「お父さんの友達だよ。お母さんが事故にあったから病院に連れて来てとたのまれたよ。」

➝返答例「自分で確かめます。」


